
　※会場はすべて（公財）かがわ産業支援財団内です。

受講料 教材費 コース

(税込)円 (税込)円 NO．

「オープンソースの現状と未来」

株式会社野村総合研究所
ｵｰﾌﾟﾝｿｰｽｿﾘｭｰｼｮﾝ推進室

事業責任者　寺田　雄一　氏

30 １日

近年、益々重要性を高めるオープンソース。この「オープンソース」について、まだあまりご存知
ない方のために、「オープンソースとは？」、「ライセンスって？」といった、基礎的な内容から
解説します。また、企業における「Tomcat」「JBoss」「MySQL」「PostgreSQL」「OpenSSO」
「Liferay」などのオープンソース導入事例を紹介しながら、「なぜオープンソースが選択されるの
か」、「メリットは？」、「注意するべき点は何か」といった点について解説していきます。さら
に、クラウド時代におけるオープンソースの役割や、今後の展望について解説します。

0 0 講師自作テキスト
システム開発の経験がある

方 E010 ７月２２日（金） 一般研修室

「アンドロイド（中級）」

株式会社ワールドクラフト
代表取締役社長
大和田　博道　氏

30 １日
１．Android開発環境の準備
２．AndroidでHello World 0 1,500

講師自作テキスト
（講義当日配布予定）

コンピューターの基本操作
に慣れており、プログラミ

ングに興味のある方
E020 ８月２日（火） 専門研修室

「アンドロイド（上級）」

株式会社ワールドクラフト
代表取締役社長
大和田　博道　氏

30 ２日 １．Androidアプリケーションプログラミング実践 0 2,000
講師自作テキスト

（講義当日配布予定）

アンドロイド（中級）の受
講者、もしくはコンピュー
ターに詳しく、他のプラッ
トフォームや言語でのプロ
グラミング経験のある方

E030
９月２０日（火）
９月２１日（水）

専門研修室

「C♯プログラミングの基礎」

香川大学　経済学部 経済学科
本田　道夫　氏

30 ２日

・Microsoft .NETについて
・C#の基礎的プログラミング
  （簡単計算プログラム、簡易家計簿プログラム）
※Visual Studio C# 2008 Express Edition を使用して、実際にプログラム開発を行います。
各自のパソコンに、Visual C♯2008 Express Editionをインストールし、
実行環境を整えてもらうことから始めます。

0 2,100

「作って覚えるVisual C♯
2008 Express Edition 入門」

出版社：秀和システム
著者：宮崎昭世

ISBN：978-4-7980-1565-1
入手方法：書店もしくは

Amazon

C言語でのプログラム作成
についての知識のある方。
できればC++あるいはJava
などでのオブジェクト指向
プログラムについて知って
いる方。（ただし、オブ
ジェクト指向について知ら
ない方がいれば、最初に簡
単な説明を行う予定）

E040
８月４日（木）
８月５日（金）

専門研修室

　

「Ｊａvａプログラミング」

香川大学　工学部信頼性システム工学科
准教授　香川　考司　氏

20 ２日

・Java言語の基礎概念を学ぶ
・ブラウザ上で動作するプログラミングの作成を実習する
・JavaのGUI作成を実習する
・ファイルの入出力を実習する

0 0 講師自作テキスト

Windows操作の基本的な知識
を有すること。他の言語によ
るプログラミングの経験があ

ることが望ましい

E050
８月８日（月）
８月９日（火）

専門研修室

「Ｗebアプリケーション」

香川大学　工学部信頼性システム工学科
准教授　香川　考司　氏

20 ３日
・サーブレットの基本的な開発方法を学ぶ。
・セッショントラッキングを使用したサーブレットの作成方法を学ぶ。
・JSPを用いたWebアプリケーション開発の手順を学ぶ。

0 0 講師自作テキスト
「Javaプログラミング」を受講
していること、もしくは同程度
のJavaの知識を持っている方

E060
９月７日（水）
９月８日（木）
９月９日（金）

専門研修室

「PL/SQL」

株式会社STNet　システム開発部
楠原　圭二　氏

30 ２日 特徴を理解するとともに、実習を通してプログラミング、実行、エラー処理等のポイントを確認しながら学ぶ。 0 2,520

プロとしてのOracle PL/SQL
入門[改訂版]
出版社：ソフトバンク　クリエイ
ティブ株式会社
著者：新田光敏
ISBN：978-7973-8942-4

Oracleデータベースについて
基本的な知識を有すること E070

１０月２７日（木）
１０月２８日（金）

専門研修室

「ネットワーク基礎とセキュリティー構
築」

株式会社ワールドクラフト
代表取締役社長
大和田　博道　氏

30 ３日

１．コンピュータネットワークの基礎を学ぶ
２．インターネットとセキュリティの必要性と現状を学ぶ。
３．ファイアウォールやVPNを使ったセキュリティネットワークを学ぶ。
４．コンピュータウィルスについて学ぶ。
５．Linuxを使用したハッキング実習を学ぶ。

0 1,500
講師自作テキスト

（講義当日配布予定）
パソコンの操作に慣れている

方 E080
６月８日（水）
６月９日（木）
６月１０日（金）

専門研修室

「業務分析設計概説」

～システム開発における要件定義のまとめ
方～

㈱富士通ラーニングメディア

30 ２日
情報システム開発における要件定義のうち、業務要件定義を中心に作業手順や主な成果物を講義と演習で
学ぶ。 10,000 0 講師自作テキスト

対象：システム開発で顧客要
件の定義作業に携わる必要

のある人。
前提知識：システム開発工程
の全体像に関する知識のあ

る人。

E090
８月２４日（水）
８月２５日（木）

ネクスト香川
３階「大会議

室」

「業務分析・設計のための要件定義技法

実践トレーニング」

㈱富士通ラーニングメディア

30 ２日 システム開発の上流工程で全体最適な業務要件、システム要件を導き出す技法を学ぶ。 10,000 0 講師自作テキスト

対象：業務システムの分析作
業を通してシステム要件の定

義工程を担当する人。
前提知識：システム開発全般

の知識・経験がある人。

E100
１１月３０日（水）
１２月１日（木）
１２月２日（金）

一般研修室

「ITIL V3ファンデーション」

伊藤忠テクノソリューション㈱
30 ２日

・ＩＴサービスマネジメントのベストプラクティスであるＩＴＩＬ Ｖ３の基礎およびビジネス要件に応えるためのサー
ビスライフサイクルを学ぶ。
・「ＩＴＩＬ Ｖ３ Foundation Certification」認定試験実施。

20,000 0 講師自作テキスト
ＩＴサービスマネジメント担当
者で、ＩＴＩＬ Ｖ３ファンデーショ

ン資格を必要とする人。
E110

１２月１４日（水）
１２月１５日（木）

一般研修室＋
専門研修室

｢プロジェクトの計画とコントロール｣

PMラボラトリー
冨永　章　氏

30 ２日
企業・組織・個人の目標を達成するための、プロジェクトマネジメントの方法を体系的に学ぶ。この半世紀に
世界で蓄積されてきた「モダンPM」の内容を、具体的に分かりやすく解説する。身近なプロジェクトに使える
ようになるのが目的である。

0 0 講師自作テキスト 特になし E120
７月２５日（月）
７月２６日（火）

一般研修室

｢プロジェクトマネジメント演習｣

PMラボラトリー
冨永　章　氏

30 ３日
だれにでもわかる簡単なケースを用いて、プロジェクトマネジメントを体験的に学ぶ。参加者がチームを編成
して事例演習を行うことで、世界共通のモダンPMの進め方が体得できる。 0 0 講師自作テキスト 特になし E130

９月２６日（月）
９月２７日（火）
９月２８日（水）

一般研修室

｢ＩＴエンジニア向け
システム開発関連法規概説｣

元　NEC
田中　正樹　氏

30 １日

システム開発に係るコンプライアンスを学ぶ
・ 情報セキュリティ関連法規
・ 雇用及び労働関連法規
・　契約関連法規
・ 知的財産関連法規

0 2,520

｢ＩＴエンジニアのための「法
律」がわかる本｣
出版社：翔泳社

著者：落合和雄／島津秀行
ISBN-13：978-4798110059

特になし E140 １１月９日（水） 専門研修室

｢SEに求められるヒアリングスキル｣

NPO法人　ITCかがわ
会長　福永　正　氏

30 １日

システム構築のプロジェクトにおいて顧客要件を引き出して使用を決定する作業は、プロジェクトの成否や顧
客満足度を決める重要なポイントです。本コースは、要件定義のためのヒアリングスキルやコミュニケーショ
ンを円滑にするための整理、調整そしてドキュメント化をするスキルについて、ＳＥが実際に直面するケース
等を通して実践的に学習していきます。

0 0 講師自作テキスト
システム構築プロジェクトに参
画して、要件定義作成の作業

に係ったことのある方
E150 ７月８日（金） 専門研修室

「マネージャーのための企業会計基礎」

株式会社ビッグバン
コンサルティング事業部

取締役部長
川上　実　氏

30 １日 効率的なシステム設計をするために必要な企業会計基礎を体系的に習得する。 0 0
講師自作テキスト

※必ず電卓を持参して下さい
特になし E160 ６月１６日（木） 一般研修室

「スマーフォン(Android)の
ビジネス活用」

株式会社ＮＴＴドコモ
四国支社法人営業部

岩崎　基司

30 1

スマートフォン（Android)のビジネスで活用できる様々なアプリ、サービス、導入事例をご紹介し
ます。また、システム導入時のセキュリティー対策についての知識も習得します。
本研修ではスマートフォンとインターネット接続環境にあるＰＣの実機操作で実習し、スキルアッ
プを図ります。

0 0 講師自作テキスト
特に制限はなく、ビジネス
でスマートフォンの活用を

検討されている方
E170 １０月１８日（火） 専門研修室

｢ものづくりの新しい展開｣

東海大学専門職大学院組込み技術研究科
科長　教授　大原　茂之

50 １日
ものづくりは、機能や品質をソフトによって作り込む方向へ大きくシフトしつつある。この技術的シフトによる
サプライチェーンの構造、経営戦略、技術戦略のあり方、組込み技術の簡単な演習、組込み技術者のスキ
ル計測と評価方法などについて述べる。

0 0 講師自作テキスト

簡単なプログラミングの経
験、基本的な電気回路の知

識、システム開発工程の基礎
知識などをもっていることが

望ましい。

M010 ６月２２日（水） 一般研修室

「イノベーションのマネジメント」

東京大学大学院
システム創成学専攻研究室

教授　宮田　秀明　氏

100 １日

第１講：【プロジェクト思考の大切さ】●アメリカズカップをプロジェクト思考のマネジメントとＩＴとチームワーク
で闘った
第２講：【ＩＴの新しい方向】●ＩＴはなぜ大切か―複雑非線形な自然・社会・ビジネスに対処するために― ●
部分最適のＩＴから全体最適のＩＴへ―Business Intelligence―
第３講：【環境ビジネスとＩＴ】●沖縄グリーンニューディール・プロジェクト ●ＩＴによるＥＶタウンインフラ作り ●
スマートエネルギー社会の設計
第４講　【構想力のある人材の育て方】●ＩＴ能力と構想力 ●構想力の鍛え方 ●組織マネジメント ●エンパ
ワーメント

0 0 講師自作テキスト 特になし M020

５月１８日（水）
第1講13:00～14:00
第2講14:20～15:30
第3講15:40～16:50

一般研修室

「本質から見るIFRS（国際財務報告基準）」

中澤会計情報システム研究所
代表 中澤　進　氏

100 1日

１．今、何故、会計基準の国際化か
２．IFRSの概要と最新動向
３．IFRSの本質と経営へのインパクト
４．これからの会計情報システムを考える
５．まとめ

0 0 講師自作テキスト
IFRS（国際財務報告基準）に

興味がある方 M030 １０月４日（火） 一般研修室

「ドラッカー入門
～マネジメントの哲学とこれからの組織経営

～」

アーステミア有限会社
代表取締役　森岡　謙仁　氏

100 １日

1909年にウイーンで生まれたピーター・F・ドラッカーは“マネジメントの父”と呼ばれています。それは、マネジ
メントを体系化し誰でも身につけられる人間学、行動学、組織学としてまとめたからだといわれています。彼
は生涯をかけて４０冊近い書籍を著しました。これらの書籍や生前に語った言葉などを研究するにつれて、
私たちが一般に見聞きする“管理”や“マネジメント”という言葉は、提唱者のドラッカーが“マネジメント”に込
めた考え方や意図からみると、ずいぶんかけ離れていることに驚かされます。
社会をつくっている営利・非営利組織と働く人々の関係が改めて問われる昨今です。ドラッカーの社会に対
する考え方、組織（プロジェクトチームを含む）運営の方法、個人の働き方について、一緒に学ぶ時間にした
いと思います。

0 1,260
「図解ドラッカー入門」

（森岡謙仁著、中経出版）

ドラッカーに関心のある人。営
利組織に限らず、学校や病
院、自治体、ＮＰＯや非営利
組織に所属していて、現在だ
けでなく将来の働き方につい
て考えている人。現在は職業
を持っていないが、今後の社
会との関わりについて関心の

ある方。

M040
６月１７日（金）
14:00～17:00

一般研修室

ＩＴ研修

主催 （公財）かがわ産業支援財団

※　開催時間　９：００～１７：００　（E010～E160)

※※※※　　　　かがわかがわかがわかがわ中小企業応援中小企業応援中小企業応援中小企業応援ファンドファンドファンドファンド事業事業事業事業のののの支援支援支援支援によりによりによりにより受講料無料受講料無料受講料無料受講料無料ですですですです。（。（。（。（EEEE090090090090////EEEE100100100100////EEEE110110110110除除除除くくくく））））

受講対象者

平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度かがわかがわかがわかがわ中小企業応援中小企業応援中小企業応援中小企業応援ファンドファンドファンドファンド事業事業事業事業
高度技術人材育成事業高度技術人材育成事業高度技術人材育成事業高度技術人材育成事業（ＩＴ（ＩＴ（ＩＴ（ＩＴ研修研修研修研修））））のののの計画計画計画計画

研　修　内　容コース区分 定員 会場コース名 日数 使用教材 実施時期

ＩＩＩＩ ＴＴＴＴ 研研研研 修修修修

～～～～

～～～～


